
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
報告日：令和 7年 8月 15日 

 名　　称 令和７年度第１回　環境審議会

 日　　時 令和７年８月７日（木）　１４時００分～１５時０６分

 場　　所 市役所本庁２階　第２委員会室

 出　席　者 
（敬称略）

【委員】鈴木会長、渡邉副会長、廣田、原、松島、森、神家満、増渕、関谷、 
櫻井、浜野、高橋、小太刀　【欠席】橋下、神山 

【事務局】大場部長、大出課長、渡邉課長、星野係長、上田係長、渡邊係長、 
長岡係長、和久井担当主査、篠﨑、鈴木、髙木、奈良部

 内容及び 
結果等

１　開会 

２　市長挨拶 

３　会長挨拶 

４　議事 

（１） 報告事項 

　　ア　第 5次鹿沼市環境基本計画の令和 6年度実績について 

　　　　資料１に基づき説明し、了承を得た。 

　　イ　第 6次鹿沼市環境基本計画等の策定について 

　　　　資料２に基づき説明し、了承を得た。 

　　ウ　大芦川パトロールＧＷ実施の結果について 

　　　　資料３に基づき説明し、了承を得た。 

エ　盛土等規制法の施行に伴う実績報告について 

　　資料４に基づき説明し、了承を得た。 

 

　　　※各事項の質疑等詳細は別紙会議録参考。 

 

（２） その他 

　　　次回の審議会の日程について：令和７年１１月頃 

 

５　閉会 

 配布資料 別紙のとおり

 次回予定 令和７年１１月頃を予定

 記　録　者 環境政策係　鈴木克哉

 
鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2条に基づく審議会等の公開状況 

（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要）

 公開・非公開の別 公　開　・　非公開 （公開の場合）傍聴人数 0人
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令和７年度第１回鹿沼市環境審議会会議記録 

 
【事務局】 
l 事務局……大場部長、大出課長、星野係長、鈴木主任主事、髙木主事、奈良部主事 
l 環境課……上田係長、和久井担当主査、篠﨑主査 
l 資源循環課……渡邉課長、渡邊係長、長岡係長 

 
１　開　　会 
２　市長挨拶 

３　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

４　議　　事 

(1) 報告事項 

ア　第 5 次鹿沼市環境基本計画の令和 6年度実績について 

事務局　：《環境課　髙木》 

<資料１に基づき説明> 

＜質疑等＞ 

【松島委員】前回報告時から資料の作り方が変わっている。個人的には前回の資料の方が 

　　　　　　比較しやすかった。また、累計データについて読み解きづらいと感じた。 

【事務局】文字が多く、見づらい印象を受けたので変更した。簡潔な資料にすることで 

分かりやすくなると考えた。ご指摘の前回資料については当年度のみの実績 

が記載されているものであった。これを計画当初からの推移を明記して進捗 

状況を可視化できるようにした。累計データの記載についても含め、資料形 

式については今後も検討していきたいと思う。 

【神家満委員】1-①-(4)「森林経営計画における新規認定計画面積」について目標設定した 

経緯は？カーボンニュートラルとは二酸化炭素排出量と森林による吸収量と 

の差し引きをゼロ以下にするという考え方と認識しているが、それと関連す 

るのか。 

【事務局】ご指摘のとおり、二酸化炭素吸収源の確保という観点から目標に設定してい 

る。管理面積増加が、実際にどれほど吸収量に寄与するかという点も含め、 

次期計画においては、適切な指標の検討もしていきたいと考えている。 

【増渕委員】同項目について、計画当初の実績から現在までの推移を見ると 20 倍ほどの増
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加となっており、不自然なほど大幅な増加が見られる。市はどのような基準

で認定を行っているのか。 

【事務局】森林経営管理計画制度自体が平成 31 年度に開始されたものである。民有林が 

対象であり、区域計画については 1 件３０ha 以上、属人計画については 1 件 

１００ha 以上が認定基準である。制度が定着していくにあたり件数が増え、 

１件当たりの面積も広大なため大幅な増加に繋がったと考えられる。 

森林の経営に関する長期の方針、対象森林の現況、間伐及び主伐の施業履歴、 

伐採の実施計画等を記載することになっている。適正な管理経営が森林の造

林や更新に繋がることから、環境基本計画の指標として用いる価値は一定程

度あると認識している。 

【増渕委員】1-②-2「電気使用料の削減」について、昨今は地球環境の変化により平均気

温が上昇している。猛暑に対応するためにエアコンの使用電力も増えていく

と予想される。二酸化炭素排出抑制以上に身の安全が大切であり、そのため

に電気を使わざるを得ない状況にある。電気使用量の目標が達成できなかっ

たとしても、必ずしも行政や企業の怠慢ではないという点も我々は認識すべ

きである。 

【事務局】これまでの省エネや省資源は我慢することで目標を実現してきた。しかしな 

がら、ご指摘のとおり地球環境の変化よりそれだけでは困難になってきてい 

る。社会経済活動と消費電力とのバランスを考慮した電源構成をどのように 

構築するか、省エネ設備をどのように普及していくのかという議論が必要に 

なってくると思われる。市として経済活動の中でどう役割を果たし支援して 

いくのか脱炭素施策の実現において重要になってくる。財源が限られた中で 

はあるが、市民や事業者に周知啓発を行い主導的に取り組んでいきたい。 

【浜野委員】資料 1－2「市全体からの温室効果ガス排出量」について、最新版が令和 4 年

である。国からの報告とのことだが、具体的に説明願いたい。 

【事務局】環境省作成の「地域カルテ」のデータを記載している。このデータを構成す 

る要素は、経済センサスや農業センサス等の統計法に基づく様々な統計デー 

タから環境省が積算したものである。国で情報の集約及び分析を行うために 

相応の期間を要することから令和 4 年データが最新のものとなる。 

 

イ　第 6 次鹿沼市環境基本計画等の策定について 

事務局　：《環境課　鈴木》 

<資料２に基づき説明> 

＜質疑等＞ 

【神家満委員】設定する項目について、現状で決まっているものはあるか。 

【事務局】既設事業について市役所各部に照会を行い現計画における現状や課題を精査 

し、集約するものを検討したいと考えている。現状は未定である。 
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ウ　大芦川パトロールＧＷ実施の結果について 

事務局　：《環境課　上田》 

<資料３に基づき説明> 

　　　＜質疑等＞ 

　　　【増渕委員】外国人への対応は困難と思うがどのように対応しているのか。 

【事務局】グループで大芦川を訪れているが、たいていはグループ内に１名は日本で就 

労している日本語の話せる人物がおり、言葉が通じないケースは過去１件の 

みであった。 

【神家満委員】全体で何名ほど来訪して何件ほど指導したのか。 

【事務局】携帯電話位置情報を用いたデータによれば、令和 2 年時点で４．３万人の来

訪者がいた。令和 3 年３．２万人、令和 4 年３．１万人、令和 5 年２．９万

人、パトロールを開始した昨年は１．９万人と減少傾向にある。大芦川の自

然を享受するという行楽ニーズ自体は否定されるものではない。来訪者数推

移を見るとパトロールのみで削減できるフェーズは過ぎていると思われる。

これまでは規制強化に重きを置いてきたが大芦川を観光資源と捉え、来訪者

を問題のないエリアに誘導し市経済の活性化に繋げる努力も必要かと思う。 

【浜野委員】外国人を含め来訪者はどこからの来訪が多いのか。 

【事務局】正確なデータはないが、ナンバーや聞き取りした情報では、茨城県が多く次

いで埼玉県と続き近隣県からの来訪が多い。外国人はスリランカ、パキスタン、

アフガニスタン、トルコ、インドネシア、イラン等からの来訪が多い。それら

の出身者で近県の就労者が家族を連れて来訪するパターンも多い。 

【廣田委員】ミニクリーンについて、捨てやすい場所等何件も同じ場所に投棄されている

等はあるのか。対策はどうしているのか。 

【事務局】下沢付近の退避所等に投棄されているという情報はあるが、具体的な情報は

ない。西大芦小跡地駐車場やちびっこ広場等は地元主導でゴミ拾いしている。 

 

エ　「盛土等規制法」の施行に伴う実績報告について 

事務局　：《環境課　上田》 

<資料４に基づき説明> 

＜質疑＞なし 

 

(3)　その他　 

　　　　＜質疑＞なし 

　　　　 

 

５　閉　　会




























